
説明会用資料_V1.21に関する
シングルマッチの流れ
減点・アイテム無効などに関しての
補足説明06



審判は2人「レッド審判・ブルー審判の2名体制です」

オートマティックステージでは、基本的には↓の位置にいます。選手の邪魔にならないように場所は随時移動します。
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レッド審判は
時間を計ったり、
赤チームのポイ
ントを記録した
りします。

ブルー審判は
青チームのポイ
ントを記録した
りします。



審判は2人「赤レフリー・青レフリーの2名体制です」

マニュアルステージでは、基本的には↓の位置にいます。
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ブルー審判は
オブザーバーの
違反や、ごみが
完全にステー
ションに入って
いるかなどを、
判定・記録しま

す

レッド審判は
時間の管理

オペレーターの
操作に違反がな
いか等を判定・
記録します。



シングルマッチの流れ① スタート～オートマティックステージ終了まで

STEP１：審判長が各チームを競技エリアに誘導します。

STEP２：レッド審判が、チームID（大会当日に各チームに配布するIDカード）とシングルマッチスケジュール確認

STEP３：レッド・ブルー審判が、フォームに必要事項を記入

STEP４：レッド審判が、青チーム・赤チームに、アライアンスキャプテンを確認する

STEP５：アライアンスキャプテンがミッションカードを引く

STEP６：レッド・ブルー審判が、ミッションカードをもとに、アイテムを設置する

STEP７：レッド審判が、両チームにシングルマッチを開始して良いかを確認する

STEP８：開始してよいという意思表示を得られたら,カウントダウン、「５、４、３、２、１」

STEP９：レッド審判が、「シングルマッチスタート」を宣言し、ゲームスタート

STEP10：オートマティックステージ 競技中

STEP11：レッド審判が、オートマティックステージ終了30秒前に「残り30秒」宣言

STEP12：レッド審判が、カウントダウン ５、４、３、２、１ 「オートマティックステージ終了」

STEP13：選手は、ロボットをストップさせる
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シングルマッチの流れ② スイッチステージ～終了

STEP14：ロボットのストップが確認できたら、「スイッチステージ開始」とレッド審判が宣言、

各チームは、オートマチックステージに移動し、30秒以内にコントローラとロボットを接続をさせる

STEP15：30秒たったら、または、その前でも接続が確認できたら、ロボットをスタートエリアに置くように、審判

が指示します。

STEP16：レッド審判が、カウントダウン ５、４、３、２、１、「スタート」

STEP17：マニュアルステージ 競技中

STEP18：レッド審判が、残り30秒宣言

STEP19：レッド審判がカウントダウン ５、４、３、２、１「マニュアルステージ終了」 各チームのオペレー

ターは、ロボットをストップさせる

STEP20：ブルー審判がマニュアルステージの得点の集計し、両方のチームに得点の確認

STEP21：レッド・ブルー審判が、オートマティックステージの得点をそれぞれのチームに確認

STEP22：レッド・ブルー審判が、集計結果をフォームにまとめる

STEP23：両チームのキャプテンに署名をしてもらう →署名を拒否する場合、仲裁プロセスへ

STEP24：解散
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■オートマティックステージ

・選手がアイテムに直接接触した場合→その選手の所属チームが減点

・審判の許可なく、ロボットに直接接触した場合→その選手の所属チームが減点

・ロボットがスタートエリア外でスタートした場合、１回目警告。２回目、減点。

但し、東京大会ルールとして、審判によってロボットがスタートエリアに入っているかどうかを指摘します

【警告・減点シチュエーションまとめ】
※減点は全て20点です。

■マニュアルステージ

・ロボットがごみを間違ったステーションに、完全に入れた場合→オペレーターが所属しているチームが減点

・オブザーバーが、ロボットが触れているごみに触ってしまった場合→オブザーバーが所属しているチームが減点

・ごみステーションに完全に入っていないごみに直接・間接接触した場合→その選手の所属しているチームが減点

・オブザーバーが、指定エリア以外で、ステーションに完全に入ったごみを移動させた場合→オブザーバーが所属しているチームが減点

・審判の許可なく、ロボットに直接接触した場合→その選手の所属チームが減点

・ロボットがスタートエリア外でスタートした場合、１回目警告。２回目、減点。

但し、東京大会ルールとして、審判によってロボットがスタートエリアに入っているかどうかを指摘します
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■オートマティックステージ

・選手がアイテムに直接接触した場合・間接接触した場合

・ロボットによって、アリーナから完全に移動させてしまったアイテム

・AIMの際に、相手チームのアイテムにロボットがふれた場合

１、得点が引き起こさない状況なら、そのアイテムは、有効

２、得点が引き起こされる状況なら、そのアイテムは、無効アイテムとなり、得点も加算されない

※東京大会特別ルールとして、AIM時にロボットが相手チームのエリアに入りそうになった場合、審判がロボットを取り出だす

・ロボットがスタートエリア外で開始され、それがポイント獲得したり、あるいは優位な位置に移動されたような場合、関連するアイテムは

無効 ※但し、スタートエリア外からスタートしないように審判が注意します。

【アイテムが無効になるシチュエーションまとめ】

■マニュアルステージ

・選手がオブザーバーエリア以外でアイテムに直接接触した場合

・選手によって間接接触したアイテム

・ロボットがアリーナから完全に移動させてしまったアイテム

・ロボットがスタートエリア外で開始され、それがポイント獲得したり、あるいは優位な位置に移動されたような場合、

関連するアイテムは 無効 ※但し、スタートエリア外からスタートしないように審判が注意します。
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・審判がスタートと宣言する前に、ロボットを起動した場合、１度目は警告。２度目は失格

・シングルマッチ中にプログラムをアップロードした時

・審判が任意で、ロボットの技術要件をチェックして違反していた場合

・オートマチックステージで、リモコンやタブレット、PC等でロボットを操作した場合

・競技エリア内に選手以外が立ち入った場合。立ち入った人間が関係するチームは失格。

・卑劣な行為をしたと審判長が判断した場合

※失格になるかどうかは、上記の場合が発生した後、審判及び、審判長が状況を判断したうえで決定します。

【チームが失格になるシチュエーションまとめ】
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■リスタート

選手「 red（blue） team requests Restart 」「レッドチーム（ブルーチーム）リクエスツ リスタート」

審判「 agree, red team restart 」「アグリー、レッドチーム（ブルーチーム）リスタート」

【チームが審判に申告するケース】

■ステージを規定時間前に終了する時

同盟キャプテンが宣言する

「Automatic stage completed（manual stage completed）」

「オートマティックステージ（マニュアルステージ コンプリ―テッド）」
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■スタートエリアに入っていないままスタートしようとした場合、審判が指摘、注意する

→世界大会では、審判はこのような事は行いません

■スタートエリアにアイテムがある場合に、選手の申告が無くても審判が、アイテムをどかす

→世界大会では、選手の申告があった場合に、審判は、アイテムをどかします。

■AIM時に相手チームのエリアに、ロボットが入りそうになった場合、審判がそのロボットを取り出す

→世界大会では、アイテムが無効になるなど、より厳格なルールが適用されます。

■M10で、選手は、審判への申告無しに役割（オペレータ⇔オブザーバー）を変更できる

→世界大会では、役割変更の際は、審判の申告が必要になります。
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【東京大会のローカルルール】

※東京大会では、MakeX 初参加チームが多数を占める事を考慮し、
シングルマッチを、より公正・公平・円滑に行う事を目的として、
審判による以下の補助行為を行う事とする。


